筆記課題
筆記課題
「光通信設備工事に関する実技知識」
	１　試験時間

　　
４０分

２　配付資料


問題用紙，解答用紙

３　注意事項

（１）指導員の指示があるまで問題は見ないで下さい。


（２）解答用紙に入所月、氏名を記入して下さい。

（３）試験中質問があるときは挙手して下さい。
（４）解答用紙のみを回収します



問題１　次の文章に語句を以下のキーワードから選んで記入しなさい。

（１）次の光のうち、一番波長が短いのは[　　①　　]である。
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（２）光は、屈折率の[　　②　　]媒質から[　　③　　]媒質に進むときは入射角よりも屈折角のほうが大きくなる。光の全反射とは[　　④　　]角よりも入射角を大きくし、屈折率の[　　②　　]媒質から[　　③　　]媒質に進むときに起きる現象である。
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　・大きい　・小さい　・屈折　・臨界　・開口　・最大
（３）光ファイバのコアとクラッドで、屈折率が高いのは[　　⑤　　]であり、シングルモード(SM)フ

ァイバのコア径は約[　　⑥　　]μｍでマルチモード(MM)ファイバのコア径は約50～85μｍで

ある。両方ともクラッド径は[　　⑦　　]μｍである。なおマルチモードファイバは[　　⑧　　]
型と[　　⑨　　]型に分類でき、[　　⑧　　]は現在ではあまり使われていない。
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・5　・10　・15　・20　・100　・120　・125　・130　・コア　・クラッド
・PM　・AM　・SM　・FM　・GA　・GI　・DSF　・SI

（４）光が微小な粒子に当たったときに光がいろいろな方向に進んでいくために生じる損失を
[　　⑩　　]といい、光が異なる屈折率の媒体に進入する際に発生するものを[　　⑪　　]という。
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問題２　[　　　]の中に適切な値を入れなさい

（１）ある光ファイバに100mWの光を入射したら1mWの光が出射した。
ファイバの損失は[　①　]ｄBである。
（２）真空中の光の速度を3.0×108 m／sとするとき、あるファイバの屈折率が1.485としたとき、そ

のファイバ中を進む光の速度は[　②　] m／sである。（小数点以下2桁）

　　　　
（３）現在、光ファイバ通信に使用されている波長帯域のうち0.85μm、1.31μm、1.55μmの中で伝
送損失が一番小さいのは、[　③　] μmであり、同じ径で曲げたときの、曲げ損失が一番大き
いのは、[　③　] μmである。
問題３　以下のキーワードを正しい融着接続の手順において正しい順に並べなさい。
ただしファイバは4心テープ心線である。
[　①　]　→　[　②　]　→　[　③　]　→　[　④　]　→　[　⑤　]　→　[　⑥　]　→接続完了
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　　　　キーワード

イ．　被覆除去　　ロ．　補強スリーブ加熱　　ハ．　ファイバをホルダにセット　　

ニ．　融着接続　　ホ．　ファイバカット　　ヘ．　ファイバクリーニング
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問題４　次の各設問のうち、最も適した番号、または、記号で答えなさい。
(e) 光融着接続を行う場合に、ナイロン心線用のホルダは[　①　]である。
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　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
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　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
（２）融着接続作業に関する次の記述のうち、正しいものは[　②　]である。
イ．熱収縮補強スリーブの長さや種類は、気にせずどれを使用してもよい。

ロ．熱収縮補強スリーブを加熱する前に、光ファイバ心線のねじれが無いことを確認する。
ハ．融着機のV溝は、接続に重要な部分であるため、清掃しないことが重要である。
ニ．光ファイバは、切断後に光ファイバ表面を良く清掃することが望ましい。
（３）メカニカルスプライスの光ファイバ突合せ部に使用される屈折率整合剤は、[　③　]と同様の屈
折率をもつものである。
イ．空気

ロ．光ファイバのコア
ハ．光ファイバのクラッド
ニ．光ファイバ被覆材料
（４）メカニカルスプライス接続は、素子内部に塗布されている屈折率整合剤により、ファイバ突合せ部の[　④　]を抑えることができる｡
イ．側圧　　　　　　ロ．屈折　　　　　　ハ．分散　　　　　　ニ．反射　　　
（５）次の図は、メカニカルスプライス接続において、両側から心線を挿入し、クサビを外す前の状態
であるが、そのときに確認しなければいけないことは、[　⑤　]である。
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イ． 可視光源を使用し導通を確認する。

ロ． 心線の突き当たりを確認する。

ハ． 接続損失の値を正確に確認する。

ニ． 軸ずれがないか確認する。
問題５　次の(a)～(g)の写真をメカニカルスプライス接続の手順において正しい順に並べなさい。
[　e　]→[　①　]→[　②　]→[　③　]→[　④　]→[　⑤　]→[　b　]
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(a)　光ファイバのカット                        (b) 両側から心線の挿入
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©  メカニカルスプライス素子への　　　　　　　　(d)　片側からの心線の挿入

くさびの挿入                                      
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   (e)メカニカルスプライス素子のセット                (f)　心線の被覆除去
つづく　→
[image: image27.jpg]



     (g)　光ファイバのクリーニング                                            
問題６　次の各設問のうち、最も適した番号、または、記号で答えなさい。

・図はOTDRでファイバを測定したときに表れた波形である。以下の問いに答えよ。
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（１）ａの跳ね上がりの原因は[　①　]である。
（２）ｂの波形の発生要因は[　②　]が考えられる。
（３）ｃの波形の発生要因は[　③　]である。
（４）ｄの部分は[　④　]を示している。




（５）光パルス試験機での距離測定は、光ファイバ長をL 、真空中の光速をC、群屈折率をn、
到達時間をtとすると、
L=（[　⑤　]×[　⑥　]）/（2[　⑦　]）
より求められる。
１．C　　
　
２．L　　
　３．n　　　　　　４．t
（６）ＯＴＤＲの測定においては、ダイナミックレンジが広いものほど[　⑧　]。

　　１．　マルチモードの測定に適している
　　２．　高精度の測定が可能である
　　３．　シングルモードの測定に適している
　　４．　長距離の測定が可能である
（７）光コネクタの反射減衰量を低減するための処理として、フェルール端面を[　⑨　]に研磨したものが、APC研磨である。
１．超球面         　２．球面        　３．斜め　           ４．平面
（８）光コネクタはコネクタ端面を保護するため、使用時まで[　⑩　]を付けておかなければ
ならない。
１．保護キャップ　　　２．接着剤　　　　３．クリップ　　　　４．整合剤
（９）光コネクタの端面研磨方法のうち、反射が大きい順に並べたものは[　⑪　]である。
１．フラット研磨＞PC研磨＞SPC研磨＞斜めPC研磨
２．フラット研磨＞斜めPC研磨＞SPC研磨＞PC研磨
３．斜めPC研磨＞PC研磨＞SPC研磨＞フラット研磨
４．斜めPC研磨＞SPC研磨＞PC研磨＞フラット研磨
問題７　次の各設問について、最も適した番号、または、記号で答えなさい。
（１）下の図はテープスロット型光ケーブルの断面図であるが、次のＡ～Ｅのうち、スロット番号識別のため緑色のシリコンチューブを挿入すべきスロットは[　①　]である。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ．　Ａ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ．　Ｂ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ．　Ｃ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ．　Ｄ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ．　Ｅ
（２）光ファイバの取扱いに関する次の記述のうち、適切であるものは、[　②　]である。
イ．　ねじれた状態で配線すること
ロ．　許容曲げ半径を守って配線すること
ハ．　物に挟み込まれた状態にすること
ニ．　踏みつけられた状態にすること
（３）光ファイバテープ心線は、各心線の識別をするために、心線に[　③　]をしている。
イ．バーコード印刷　　　　　　　　　　
ロ．刻印
ハ．識別ラベルの取り付け　　

ニ．着色
（４）光ファイバ心線の接続時には、接続の失敗や光ファイバ接続部への張力の除去、分岐による再接続等に備えて、[　④　]を確保する必要がある｡
イ．水分　　　　ロ．曲げ     　ハ．余長　　　ニ．角度
（５）成端箱のトレイに光ファイバ心線を収納する際に確認すべき点としては、許容曲げ半径以上である事、光ファイバ心線の[　⑤　]や挟み込みが無いことである。
イ．融着　　  　ロ．ねじれ　　 ハ．変色　　　　ニ．固定
（６）伝送損失が0.3dB/kmである光ファイバを用いて、線路長が20kmである光ファイバ通信システムを構成したところ、システムの発光器の出力レベルが－10dBm、受光器の受光レベルが－16.6dBmであった。この光ファイバシステムの伝送損失は[　⑥　]であり、接続点は[　⑦　]である。但し、接続損失を0.2dB/箇所とし、接続損失以外の損失はシステム上には無いものとする。
１．6.6[dBm]　　　２．6.6[dB]　　　３．26.6[dB]　　　４．26.6[dBm]

５．3箇所　　　　　６．4箇所　　　　７．5箇所　　　　 ８．6箇所
（７）SZ スロット型光ケーブルは、スロットの撚りが[　⑧　]しているため、任意の位置で容易に

光ファイバを取り出せる構造である。
１．直進　　　　２．螺旋状に一方向に回転　　　　３．周期的に反転　　　　　４．蛇行
問題８　次の各設問のうち、最も適した番号、または、記号で答えなさい。
（１）光信号を分岐するための機器は[ 　①　]である。

　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
（２）FTTHで用いられ、宅内で電気信号と光信号を変換する装置は[　②　]である。

イ．　OCN　　　ロ． ONU　　　ハ． VoIP 　　　二．　モデム

（３）融着接続した光ファイバ心線は、接続部の強度を補強するために[　③　]を用いる。

　　イ．　可視光源　　ロ．　冷風　　ハ．クリーニング　　ニ．　熱収縮スリーブ
（４）光ファイバ通信において、断線や導通を確認するための機器は[　④　]である。

　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ


　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
（５）４心テープ心線を融着接続する際に必要でないものは[　⑤　]である。

　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
（６）下の図において、4心テープ心線をアルコールでクリーニングした後の動作として正しいものは
[　⑥　]である。
イ．　ファイバはできるだけ濡れて、まとまった状態でカットする
ロ．　早く乾かすために、口で風を送る
ハ．　ホルダから取り外し、長さを調整する
ニ．　先端を指ではじいて強度を確認する

（７）光ファイバを融着接続する際に、光ファイバをＶ溝上で滑らせてセットした場合、[　⑦　]。
イ．光ファイバの押し込みが弱くなる

ロ．曲げ損失が生じる
ハ．放電パワーが不足する

ニ．ファイバ先端に傷や欠けが生じる
（８）次の図のうち、光通信で利用するＳＣコネクタは[　⑧　]である。

　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
キーワード
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結合損失　　レイリー散乱損失　　ﾏｲｸﾛﾍﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ損失　　フレネル反射
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イ．遠端又は破断点　　ロ．コネクタ接続点　　ハ．測定開始点における接続点　　ニ．融着接続点
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